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トピック

• 人材も「オープン」に 

• 失敗事例の共有 

• 実務担当者の交流



「オープン」の中身
オープンサイエンスでは何がオープンなのか？ 

• 文献（オープンアクセス） 

• 研究データ（データシェアリング） 

• 人材 
• 人材へのオープンアクセス 
• 人材のシェアリング



人材確保の責任

• 「人材確保の必要性」は共通認識 

• どこがそのコストを負担するのか？ 

• 今は負担を押し付け合っている状態 

• 単独負担が無理なら、協力してはどうか



人材コストのシェア
• 人材確保のコストのシェアは可能か 

• スペシャリスト、テクニシャンのレンタル、派遣 

• DIAS が人材派遣で収益を得ることができる？ 

• 「オープンサイエンスと労働者派遣法」という観点
から法整備を議論する必要がある？



DIASと派遣業

• DIAS が派遣業を手がけることに拒否感があるかも
知れない。 

• 実運用 ＝ 「研究の論理」から「札束の論理」へ 

• 人材そのものがソリューションになり得るのなら、
DIAS がそれを提供しても構わないはず。



失敗学

• 共通認識を持つため、失敗事例を共有してはどうか 

• いわば「オープンサイエンスの失敗学」 

• データシェアリングについて言うと…



データシェアリングの 
戦略的破綻の歴史

• ICT 万能論、ITシステムさえ作れば全て解決 

• 研究者にトレーニングを 

• スペシャリストに頼む 今ここ



Nelson(2009): Nature 461, pp.160-163

ICT万能論の破綻 研究者トレーニングの破綻

研究に必要な 
スキルセットと 

データ管理に必要な 
スキルセットが 
違いすぎて、 
付け焼き刃では 
どうにもならない。



Monastersky(2013): Nature 495, pp430-432

「餅は餅屋」戦略

というのが、私の 
データシェアリングの 

歴史認識

例えば、 
「データ管理を図書館に集約する」 

という動きが発生



失敗学の利点

• 失敗を繰り返さない 

• 議論の繰り返しを避けられる 

• 「その話は何年も前に終わってる」



実務者コミュニティ
• 集会にはだいたい代表者や研究者しか来ない 

• プロジェクトの目的や成果などの話しか出ない 

• システムのオペレーションや開発などの実務的なノ
ウハウの共有が進まない 

• 実務者が集まるイベントがあってもいいのではない
か



研究系データベース 
Dev+Op 会議

• 開発・運用担当者が実務的な話題を出す 

• 予算、人員、ワークフロー 

• 機材、更新、開発 

• DIAS の運用のヒントが得られるけど


